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３．伝達式日時
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４．場所
上松町見帰区集会所(上松町大字小川2245-9)
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飯田国道事務所
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TEL　0265-53-7200 FAX　0265-53-7210

木曽合同庁舎記者室

２．受賞団体
上松町見帰区

平成25年8月28日

国土交通省では、毎年８月を「道路ふれあい月間」とし、期間中
の行事の一環として、多年にわたり道路の美化や愛護活動にご尽
力頂いた団体及び個人に対し、その功績・功労をたたえ表彰を
行っています。　飯田国道事務所では、道路功労者表彰の受賞団
体に対して、(公社)日本道路協会からの表彰状の伝達式を行いま
す。

「道路功労者表彰」伝達式の開催

道路愛護に貢献された「上松町 見帰区」
の方々が表彰されます

飯田国道事務所からのお知らせ

地域と連携した

緑の道づくり

国土交通省 中部地方整備局

飯田国道事務所

〒３９５－００２４
長野県飯田市東栄町３３５０番地

電 話 (0265) 53-7200（代表）
ファックス (0265) 53-7210

Ｅ-メール iikoku@cbr.mlit.go.jp

～ ～



【受賞団体の紹介】

団体名
活動内容
活動延長
活動場所
構成人数
活動開始

説明

【団体活動場所】

活動箇所

【団体活動の様子】

上松第１トンネル

　本団体は、国道１９号上松第１トンネル抗口上部平場及び法面の除草・清掃作業な
どを約７０名で年３回、花壇整備を１０名程度で年２回で精力的に行っており、道路管
理者に協力している団体である。
　平成１７年９月２５日に、ボランティア・サポート・プログラムの協定を飯田国道事務
所・上松町と締結し現在に至っている。
　延長約５０ｍに及ぶ法面・平場を日々管理することにより、地域の共有財産である道
路への愛着心を深め、トンネル抗口上部の環境美化及び道路愛護に寄与している。

上松町見帰区
トンネル坑口上部平場、法面の除草および花壇整備
５０ｍ
長野県木曽郡上松町小川字見帰
113名
平成１６年から実施　（平成17年9月にボランティアサポート団体登録）
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(資　料）

【(公社)日本道路協会による道路功労者表彰】

(公社)日本道路協会は、国内外の道路の果たす多様な役割を通じて、 

国民生活に不可欠な道路政策のあり方を研究し、道路に関する知識

の普及、道路及び交通の発達を推進することを目的として、昭和22

年発足した公益社団法人です。

　各種事業活動の中で、昭和26年より「道路功労者」表彰制度を設

け、道路事業に貢献され、その功績が顕著な団体又は個人を表彰して

おります。

　飯田国道事務所管内では、国道19号の道路愛護・美化環境に顕著な

功績があった「上松町見帰区」さまが受賞されました。

【ボランティア・サポート団体】

　今回受賞された「上松町見帰区」さまは、平成17年9月25日に、

飯田国道事務所・上松町と「ボランティア・サポート・プログラム」

の協定を締結し、道路の緑化・清掃を国・自治体・活動団体 一体と

なって実施しております。

【ボランティア・サポート・プログラム】

　道路を慈しみ、住んでいるところをきれいにしたいという自然な気

持ちを、形あるものにしよう と考え出されたのが、 「ボランティア・

サポート・プログラム」です。アメリカでの、ボランティアの人たちが

道路を我が子のように面倒を 見ている「アダプト・ア・ハイウェイ・

プログラム」からヒントを得ています。

　飯田国道では、地域や企業の皆さんに

道路の美化清掃に参加していただき、皆

さんと共に快適な道づくりを進めます。 


	
	様式(飯田記者クラブ用）
	別紙（山本）
	説明文


